
歴史・文化セミナーのご案内 
近畿文化会企画・歴史街道倶楽部協力 

0120-106-718 近鉄文化サロン 

阿倍野まで 

掲載講座 
専用 

フリーダイヤル 
※携帯・ＰＨＳ等、一部の電話からはご利用いただけません。 

［その他のお問合せ・お申込みは］ 電 話（06）6625-1771 
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【講   師】  
           
   

【時   間】  
   

【受 講 料】 

. 
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※各講座とも、当日の教室での受付は講座開始の３０分前からです。※価格は、消費税を含んだ金額を表示しています。また、割引の併用はできません。 
 

２０２５年４月～７月 

文化会会員様のお申込み・お問合せは  

（06）6775-3686  TEL 近畿文化会事務局 

文化会会員様のお申込み・お問合せは  

（06）6775-3686 

お寄せいただいた個人情報は、申込者へ

の連絡、発送、集計のみに使用し、それ

以外の利用はいたしません。 

（０６）６６２５－１７７１ 
〒545-0052  大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階 
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00） 
 
※9：45～10：00までにご入館の方は東入口をご利用ください。 
 
※休業日：3/30(日)、3月31日(月)、4/29(火・祝)～5/5(月・祝)は、
受付業務を休ませていただきます。 

 [受講のお申込みは] 

 ●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ 

   ください。 

 ●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。 

   ※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができ、1回につき 

    会員価格からさらに500円割引でご受講いただけます。 

 ●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。 

   ※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこと    

    もございます。  

WEBでご予約から入金までできるようになりました 
お問合せ・お申込みは 「近鉄文化サロン阿倍野」 
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近畿文化会会員様・歴史街道倶楽部会員様は、 
会員カードご提示で会員価格にて承ります。 

※セミナーのお申込みの受付は、４月１日(火)から開始します。（４月講座は受付中）  WEBからのお申込みがお得です。 

＜WEB＞でのご入金 

 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞6月2日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞3月29日 (土) までのご入金 

 ・・・300円割引 

近代数寄空間の粋 
京都東山 南禅寺界隈の庭と建築 

縄文時代の製塩技術と貝塚 
天理参考館  
特別顧問  松田 真一 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

【講   師】  
           
   

【時   間】  
   

【受 講 料】 

大阪電気通信大学  
教授  矢ヶ崎 善太郎 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円  明治時代、京都の東山で琵琶湖疏水が開通しました。京都のまち
を活気づけるため、この一帯には水車動力を利用した工場が建ち並
ぶはずでしたが、一転して緑の間を水が滔々と流れ、東山の山容を
背景にした庭づくりが進められ、粋を凝らした数寄屋建築が造営さ
れました。それは庭と建築の職人たちと数寄者といわれる文化人と
による技と創造力の結集でした。これは日本のどこにもない、世界
に誇る数寄空間群の出現物語です。 

 奈良・斑鳩の法隆寺から、ほど近い場所にある藤ノ木古墳。直径

５０ｍの円墳です。横穴式石室の奥に置かれた家形石棺からは、金
銅装の冠・履、銀装の帯や大刀など、目をみはる副葬品の数々が出
土しました。しかし、研究の基本となるのは、藤ノ木古墳の被葬者
と“同時代”の人々の古墳との比較です。墳丘や石室、石棺を素材
に藤ノ木古墳を６世紀後半の大和においてみると、どのような評価
になるか。皆さまと共に考えます。 

藤ノ木古墳と同時代にある古墳 
                －墳丘・石室・石棺 

【講   師】  
           
   

【時   間】  
   

【受 講 料】 

関西大学  
非常勤講師  今尾 文昭 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

 日本列島には新潟県の塩入峠や栃木県の塩原温泉など、塩の字を
用いた地名が少なくない。なかには食塩泉から塩を得た伝えもある
が、恒常的な産業として定着しているところは少ない。列島で塩を
生産し始めた考古学的証拠があるのは縄文時代も後期後半頃であり、
東日本の一部ではこの頃から縄文晩期にかけて製塩活動が定着化す
る。製塩遺跡の遺構と出土品からその方法と技術を復元し、塩生産
が当時の社会与えた影響についても考えます。 

＜WEB＞でのご入金 

 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞6月30日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

※５月は休講いたします。 


